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店 舗 名 所 在 地 電 話

本店営業部 ‐ ‐ ‐

栗 林 支 店 ‐ ‐ ‐

西通町支店 ‐ ‐ ‐ ‐

八本松支店 ‐ ‐ ‐

花 園 支 店 ‐ 高松市多賀 ‐ ‐ ‐

屋 島 支 店 ‐ 高松市高松町 ‐ ‐

木 太 支 店 ‐ 高松市木太町 ‐ ‐

元 山 支 店 ‐ 高 松 市 元 山 町 ‐ ‐

レインボー支店 ‐ 高松市松縄町 ‐ ‐

弦 打 支 店 ‐ ‐ ‐

仏生山支店 ‐ ‐ ‐

一 宮 支 店 ‐ 高 松 市 一 宮 町 ‐ ‐

太 田 支 店 ‐ ‐ ‐

坂 出 支 店 ‐ 坂出市本町 ‐ ‐

丸亀城西支店 ‐ ‐ ‐

自　令和7年4月1日
至　令和8年3月31日

第77期

‐ ‐丸 亀 支 店 ‐
（丸亀城西支店内）

窓口営業時間は午前 9時から午後 3時までです。
（＊）11：30 ～ 12：30 を昼休業としております。

高 瀬 支 店 ‐ ‐ ‐（＊）

坂出東支店 ‐ 坂出市京町 ‐ ‐（＊）

宇多津支店 ‐ ‐ ‐（＊）

丸亀南支店 ‐ 丸亀市郡家町 ‐ ‐（＊）

善通寺支店 ‐ 善通寺市上吉田町 ‐ ‐（＊）

琴 平 支 店 ‐ ‐ ‐（＊）

多度津支店 ‐ ‐ ‐（＊）

空港口支店 ‐ ‐ ‐（＊）

国分寺支店 ‐ 高松市国分 ‐ ‐ ‐（＊）

（＊）

（＊）

（＊）

（＊）

観音寺支店 ‐ ‐ ‐（＊）

志 度 支 店 ‐ ‐ ‐（＊）

三本松支店 ‐ ‐ ‐（＊）

三 木 支 店 ‐ ‐ ‐

土 庄 支 店 ‐ ‐ ‐（＊）

片原町支店
（本店営業部内）

〒760‐0052 高松市瓦町1丁目9‐2 087‐836‐3011



高松信用金庫経営理念

われわれは郷土の

すべての企業に繁栄を
すべての家庭に幸福を
もたらすために奉仕する

行動指針
①「現 場 主 義」：収益力強化とコンプライ

アンスは車の両輪です

②「縦横の連携」：明るく、風通しの良い
職場を作ります

③「全 員 経 営」：一人ひとりが自ら考え、
自ら動きます

事 業 の 概 況

理事長

令和 8年 6月

令和 7 年度は、中期経営計画の 2 年目であり、「未来を拓く変革への挑

戦～たかしんの真価の発揮と地域の持続的発展を目指して～」に掲げてい

るとおり、回復傾向にある地域経済のさらなる成長を目標とし、「支援力の

強化」に引き続き取組むこと、および強固な経営基盤を確立するための「持

続可能なビジネスモデル」の構築に向けて前進することを重点課題とし、

様々な取組みを行ってまいりました。

令和 7 年度決算は、貸出金については短期プライムレートの引上げや営

業店における貸出金利引上げ交渉の効果により、貸出金利息収入は前期

比で増加しました。

また、市場金利の上昇により有価証券利息配当金等も増加したことから、

資金運用収益は前期比で増加しました。

一方で、政策金利の引上げに伴う預金金利の引上げにより預金利息の

支払いは増加しており、物価高の影響も受けている事から経費については

前期比で増加しました。また、今後の市場金利の上昇に備えて債券等の

評価損銘柄の売却を積極的に行ったことから、国債等債券売却損は前期

比で増加しました。

以上の結果、経常収益は前期比 2,629 百万円増加の 9,966 百万円、経

常利益は前期比 6 百万円減少の 609 百万円、当期純利益は前期比 14 百

万円減少の 463 百万円となりました。また、本業の収益力を示すコア業務

純益は、前期比327百万円増加し過去最高益の1,851百万円となりました。

金融機関の健全性を示す自己資本比率は、前期から 0.01ポイント上昇し

て 12 .05％となり、国内基準の 4%を十分満たしています。

地域の経済環境につきましては、緩やかな回復傾向が継続しています。

一方で、原油や原材料費の高止まりなど先行きは楽観できない状況が続

いています。また、少子高齢化、人口減少、人手不足、後継者不足などの

構造的な問題も相まって、地域経済の先行きは不透明です。

さらなる支援力、収益力の強化により持続可能なビジネスモデルの構築

を目指し「われわれは郷土の　すべての企業に繁栄を　すべての家庭に

幸福を　もたらすために奉仕する」という経営理念を果たしてまいります。
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トピックス

「たかしんリーダーズクラブ」講話の講師 香川県知事 池田豊人氏

令和7年度経営者講演会の講師 アルピニスト 野口健氏

○令和 7年度 経営者講演会の開催
令和 7年 11年 17日（月）に、サンポートホール高松大ホールに

てアルピニスト（登山家）の野口健氏をお招きし、「令和 7 年度高
松信用金庫経営者講演会」を開催いたしました。当日は約 900 人
と大勢の皆様にご来場いただきました。
「富士山から日本を変える」をテーマに、「最初は自分を変えるた
めに山に登っていた」と、少年時代を振り返りながら山登りを始め
たきっかけを紹介し、世界最高峰の山エベレスト初登頂の経験談
をお話していただきました。
その他、エベレストや富士山を登山中に自然の悲惨な状況に衝
撃を受け、始められた清掃活動では、当初富士山の樹海に山のよ
うに積まれていた産業廃棄物や地中に埋められたゴミの撤去作業
の苦労を話されていました。
最後に「いかに人と人との輪をどれだけ広げていくことがこれか

らの大きなテーマである。」と富士山の清掃活動への思いを話され、
「定期的に富士山の清掃活
動を行っているので、次回
はぜひ富士山の樹海で再会
できたらと思います。」と講
談最後に来場者へ語り掛け
ていました。

○「たかしんリーダーズクラブ」講話・春季交流会の開催
本クラブは、会員相互の緊密な連携のもと、「出会い」と「学

び」を創出することで経営者の資質の向上に寄付し、企業の発
展を図るとともに、地域社会の繁栄に貢献することを目的に令和
5年 4月18日（火）に設立されました。
令和 8 年 4月16日（木）に高松市内で、本クラブ会員の経営者

と当金庫役職員約 140 名が参加した会合では、香川県知事の池
田豊人氏をお迎えし2026 年の県政について講話をいただきました。
講話では、子育て支援事業や産業振興の取り組みを説明した上

で、「地域の成長には、観光と産業の両輪が必要。香川県としては
企業を後押していく。」と参加した経営者へ力強いメッセージととも
にエールが送られていました。
その後の交流会では、経
営者 1 人ひとりと名刺交換
が行われ、様々な質問にも
分け隔てなく応じられ、会
場がひとつになった有意義
な交流会で幕を閉じました。



○たかまつしんきんキッズクラブイベントの開催
当金庫は、①未来の香川を担う若年層（子供たち）の健全な育成に

貢献すること、②子育て支援を通じ地元香川県の人口減少の克服に取り
組むことを理念として、平成 28年10月3日（月）に「たかまつしんきんキッ
ズクラブ」を設立いたしました。
令和 8 年 3 月 28 日（土）に、三木町の香川大学農学部とあぐりぼ

ん株式会社で「産・官・学・金連携イベント 苺つみ・大福づくり体験
& ミツバチの世界とクラフト教室」を開催しました。参加したキッズクラ
ブ会員とその保護者約 40 人は、イチゴ摘みや大福づくり、ミツバチの
学習、クラフト教室といった体験を通して、農業や自然への理解を深
めておりました。
当日は、あぐりぼんの農園でイチゴ摘みやいちご大福づくりに挑戦。そ

の後、香川大学農学部に移動し、伊藤教授によるミツバチの生態に関す
る講義を受講。受粉の役割や自然環境との関わりについて学んだほか、
ペーパークラフト教室ではミツバチの模型づくりにも取り組みました。
三木町の伊藤良春町長が挨拶し、産官学金が連携した取り組みの意

義を強調され「地域の資源や学びに触れながら、子どもたちの興味や
可能性を広げる機会にしたい」と話されてました。
本イベントは、親子で楽しめる内容であったことから、毎年継続的に

実施してほしいと多くの
キッズクラブ会員に喜ん
でいただいた有意義な
イベントになりました。

○多度津町・多度津商工会議所・“ よい仕事おこし ” フェア実行
委員会との連携協定とクラフトビールやカステラの開発
“ よい仕事おこし ” フェア実行委員会とは、高松信用金庫を含む全国

の信用金庫のネットワークを生かして、地域経済の活性化や地方創生を
推進し、日本を明るく元気にすることを目的に設立された団体です。「地
域のため、お客様のため」「日本を元気にするため」に、全国規模のネッ
トワークを構築して、地域の枠を超えたビジネスマッチングや事業支援に
取り組んでいます。
今回の連携協定締結の第一弾として、地域の特産品を使用したカス

テラの製造およびクラフトビールの醸造プロジェクトを進めてまいりました。
多度津町で栽培が盛んな「ミニトマト」を原料の一部に使用したカステラ、
多度津町の町花・町木となっている「桜」を原料の一部に使用したクラ
フトビールが完成いたしました。
カステラ製造は、産官学金連携プロジェクトであり、RITA 学園高等

学校の生徒の皆様には、地元事業者の監修のもと原料の一部に使用し
ているミニトマトの加工にご協力いただいた他、カステラの包装紙のデザ
インも担当していただくことで、ものづくりの楽しさや地域貢献の意義を
体験していただきました。
今後、完成したカステラやクラフトビールは、地元での販売や活用を目

指して参ります。
高松信用金庫は、今後も地域金融

機関として地域活性化に資する取り組
みを行うととともに、多度津町および多
度津商工会議所 とさらに連携を深め
て参ります。
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預金・貸出金の推移

預金の推移

（百万円）

貸出金・代理貸付等の推移

（百万円）

代理貸付等代理貸付等 代理貸付等

令和5年度 令和7年度令和6年度

500,000

440,000

6,677

480,000

520,000
514,732

460,000

R8/3

519,802 509,162

R6/3 R7/3

230,235

R8/3
8,344 7,448

234,386 236,668

R6/3 R7/3

貸出金貸出金貸出金

貸出金の業種別内訳
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代理貸付等の内訳
（令和 8年 3月末現在）

（単位：百万円）
日本政策金融公庫

信金中央金庫
合 計 住宅金融支援機構
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当金庫の経営の健全性をご理解いただくため、信用金庫法開示債権及び金融再生
法開示債権の状況を分かりやすく開示することに努めています。

信用金庫法開示債権及び
金融再生法開示債権の状況

◎信用金庫法開示債権及び金融再生法開示債権
（単位：百万円）

（注）「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て
等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。「危険債権」と
は、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債
権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権で、「破産更生債権及びこれらに準ず
る債権」に該当しない債権です。「担保・保証等による回収見込額」は、自己査定に基づいて計算した担
保の処分可能見込額及び保証による回収が可能と認められる額の合計額です。「破産更生債権及びこ
れらに準ずる債権」、「危険債権」に対して、「個別貸倒引当金」

（単位：百万円）

（注）「三月以上延滞債権」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出
金で、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」及び「危険債権」に該当しない貸出金です。上記に対す
る「担保・保証等による回収見込額」

（単位：百万円）

（注）「貸出条件緩和債権」とは、債務者の経営再建等を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶
予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で、「破産更生債権
及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」及び「三月以上延滞債権」に該当しない貸出金です。上記に対
する「担保・保証等による回収見込額」

＊三月以上延滞債権額、貸出条件緩和債権額を含む要管理先に対する一般貸倒引当金は
ていますが、貸借対照表の一般貸倒引当金残高の り少なくなっています。
は、正常先、その他要注意先の一般貸倒引当金であり、信用金庫法開示債権及び金融再生法開示債権
に充当できます。

（単位：百万円）

（注）「正常債権」とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題ないものとして、「破産更生債権及びこれ
らに準ずる債権」、「危険債権」、「三月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当しない債権です。

（単位：百万円）

◎信用金庫法開示債権及び金融再生法開示債権に対する備え
（単位：百万円）

＊未カバー部分については、純資産（出資金、準備金、剰余金等）総額21，763百万円で備えは万全の対応と
　なっています。

よ

破産更生債権及びこれらに準ずる債権額A
危 険 債 権 額 B
合 　 　 　 　 計 　 　 　 　 C ＝ A ＋ B
担 保 ・ 保 証 等 に よ る 回 収 見 込 額 D
回 収 に 懸 念 が あ る 債 権 額 E ＝ C － D
個 別 貸 倒 引 当 金 F
回収困難と思われる不良債権額G＝E－F

区　　　　　　　　　分 令和８年３月末
2，376
11，223
13，600
10，089
3，510
2，859
650

三 月 以 上 延 滞 債 権 額 H
区　　　　　　　　　分 令和８年３月末

　　

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 I
区　　　　　　　　　分 令和８年３月末

184

正 常 債 権 額 J
区　　　　　　　　　分 令和８年３月末

219，319

総 与 信 額 K＝A＋B＋H＋I＋J
区　　　　　　　　　分 令和８年３月末

233，104

信用金庫法開示債権及び金融再生法開示債権総額
担 保 ・ 保 証 等 に よ る 回 収 見 込 額
貸 倒 引 当 金
差 引 未 カ バ ー 額

13，784
10，238
2，872
673

で合計2，859百万円引き当てています。

は一百万円となっています。

548百万円
12百万円となっ

その差額536百万円

は148百万円、「貸倒引当金」は12百万円となっています。



貸借対照表
第77期　令和８年３月31日現在（単位：百万円）

当 座 預 金
普 通 預 金
貯 蓄 預 金
通 知 預 金
定 期 預 金
定 期 積 金
そ の 他 の 預 金

借 入 金

未 決 済 為 替 借
未 払 費 用
給 付 補 塡 備 金
未 払 法 人 税 等
前 受 収 益
払 戻 未 済 金
払 戻 未 済 持 分
職 員 預 り 金
資 産 除 去 債 務
そ の 他 の 負 債

普 通 出 資 金

利 益 準 備 金
そ の 他 利 益 剰 余 金
特 別 積 立 金
当 期 未 処 分 剰 余 金

国 債
地 方 債
社 債
株 式
そ の 他 の 証 券

割 引 手 形
手 形 貸 付
証 書 貸 付
当 座 貸 越

未 決 済 為 替 貸
信 金 中 金 出 資 金
前 払 費 用
未 収 収 益
そ の 他 の 資 産

建 物
土 地
その他の有形固定資産

ソ フ ト ウ ェ ア
その他の無形固定資産

18,035
18,451
70,459
6,754
61,253

449
8,774

208,231
12,780

81
2,954
55
862
188

1,589
2,537
584

77
22

5,675
231,445
1,149
284

257,049
11,027
8,101

32,519

150
805
6
64
24
28
8
323
82
257

1,834

1,862
23,017
22,520
497

科 目

資 産 の 部 合 計 負債及び純資産の部合計

金 額 科 目 金 額

（資産の部） （負債の部）
現 金
預 け 金
買 入 金 銭 債 権
有 価 証 券

貸 出 金

そ の 他 資 産

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

前 払 年 金 費 用
繰 延 税 金 資 産
債 務 保 証 見 返
貸 倒 引 当 金
( う ち 個 別 貸 倒引当金 )

預 金 積 金

借 用 金

そ の 他 負 債

賞 与 引 当 金
退 職 給 付 引 当 金
役 員 退 職 慰 労 引 当 金
再評価に係る繰延税金負債
債 務 保 証

負債の部合計
(純資産の部)

出 資 金

利 益 剰 余 金

処 分 未 済 持 分
会 員 勘 定 合 計
その他有価証券評価差額金
土 地 再 評 価 差 額 金
評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計

純資産の部合計

3,605
153,865
1,824

174,955

230,235

4,142

4,711

100

62
2,609
2,298

△ 3,767
△ 3,218

514,732

32,519

1,752

112
1,060
115
289
2,298
552,881

1,834

24,879

△0
26,713
△ 5,414

464
△ 4,949
21,763

574,644 574,644

（　　 ）

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。



損益計算書
第77期 令和７年４月１日から

令和８年３月31日まで
（単位：千円）

科 目
経 常 収 益

経 常 費 用

経 常 利 益
特 別 損 失

税 引 前 当 期 純 利 益
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税
法 人 税 等 調 整 額
法 人 税 等 合 計
当 期 純 利 益
繰 越 金 ( 当 期 首 残 高 )
当 期 未 処 分 剰 余 金

金 額
9,966,445

9,357,156

609,289
1,088

608,200

144,916
463,284
33,743
497,027

資 金 運 用 収 益
貸 出 金 利 息
預 け 金 利 息
有 価 証 券 利 息 配 当 金
そ の 他 の 受 入 利 息
役 務 取 引 等 収 益
受 入 為 替 手 数 料
そ の 他 の 役 務 収 益
そ の 他 業 務 収 益
国 債 等 債 券 売 却 益
国 債 等 債 券 償 還 益
そ の 他 の 業 務 収 益
そ の 他 経 常 収 益
償 却 債 権 取 立 益
株 式 等 売 却 益
金 銭 の 信 託 運 用 益
そ の 他 の 経 常 収 益

資 金 調 達 費 用
預 金 利 息
給 付 補 塡 備 金 繰 入 額
借 用 金 利 息
債 券 貸 借 取 引 支 払 利 息
そ の 他 の 支 払 利 息
役 務 取 引 等 費 用
支 払 為 替 手 数 料
そ の 他 の 役 務 費 用
そ の 他 業 務 費 用
国 債 等 債 券 売 却 損
国 債 等 債 券 償 還 損
金 融 派 生 商 品 費 用
そ の 他 の 業 務 費 用
経 費
人 件 費
物 件 費
税 金
そ の 他 経 常 費 用
貸 倒 引 当 金 繰 入 額
貸 出 金 償 却
株 式 等 売 却 損
株 式 等 償 却
そ の 他 の 経 常 費 用

固 定 資 産 処 分 損
減 損 損 失

6,949,027
3,540,407
909,790
2,416,652
82,177
787,853
198,805
589,047
94,170
67,073
432

26,665
2,135,393
81,079

2,049,400
4,836
77

987,674
889,382
7,308
60,147
29,019
1,815
541,014
58,773
482,241
2,988,188
2,984,508
2,392
239
1,048

4,429,657
2,853,726
1,430,036
145,895
410,620
192,209
31,003
88,844
331

98,232

739
349

157,597
△ 12,681

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

剰余金処分計算書

役 員

理 事 長
（代表理事）大 橋 和 夫 理　　事

（相談役） 髙 田 正 博

（代表理事）
常務理事 長 井 政 成

常勤理事 山 下 登志男

常務理事 青 井 敏 文

常勤理事 脇 谷 直 樹

常勤理事 佐 野 正 行

常勤監事 宮 本 克 久

理 事 木野戸 秀 行

理 事 丹 生 兼 宏

理 事 神 原 文 弘

監 事 楠 瀬 正 司

監 事 大 塚 和 辰

第77期 令和７年４月１日から
令和８年３月31日まで

（令和８年6月22日現在）

科 目 金 額

当 期 未 処 分 剰 余 金
積 立 金 取 崩 額

剰 余 金 処 分 額

繰 越 金（当期末残高）

497,027,743円
28,290,000

486,682,177

38,635,566

利益準備金限度超過取崩額

普通出資に対する配当金
特 別 積 立 金

28,290,000

（年２％）　　36,682,177
450,000,000



剰余金処分計算書

役 員

理 事 長
（代表理事）大 橋 和 夫 理　　事

（相談役） 髙 田 正 博

（代表理事）
常務理事 長 井 政 成

常勤理事 山 下 登志男

常務理事 青 井 敏 文

常勤理事 脇 谷 直 樹

常勤理事 佐 野 正 行

常勤監事 宮 本 克 久

理 事 木野戸 秀 行

理 事 丹 生 兼 宏

理 事 神 原 文 弘

監 事 楠 瀬 正 司

監 事 大 塚 和 辰

第77期 令和７年４月１日から
令和８年３月31日まで

（令和８年6月22日現在）

科 目 金 額

当 期 未 処 分 剰 余 金
積 立 金 取 崩 額

剰 余 金 処 分 額

繰 越 金（ 当期末残高）

497,027,743円
28,290,000

486,682,177

38,635,566

利益準備金限度超過取崩額

普通出資に対する配当金
特 別 積 立 金

28,290,000

（年２％）　　36,682,177
450,000,000



業務報告書店 舗 の ご 案 内
店 舗 名 所 在 地 電 話

本店営業部 ‐ ‐ ‐

栗 林 支 店 ‐ ‐ ‐

西通町支店 ‐ ‐ ‐ ‐

八本松支店 ‐ ‐ ‐

花 園 支 店 ‐ 高松市多賀 ‐ ‐ ‐

屋 島 支 店 ‐ 高松市高松町 ‐ ‐

木 太 支 店 ‐ 高松市木太町 ‐ ‐

元 山 支 店 ‐ 高 松 市 元 山 町 ‐ ‐

レインボー支店 ‐ 高松市松縄町 ‐ ‐

弦 打 支 店 ‐ ‐ ‐

仏生山支店 ‐ ‐ ‐

一 宮 支 店 ‐ 高 松 市 一 宮 町 ‐ ‐

太 田 支 店 ‐ ‐ ‐

坂 出 支 店 ‐ 坂出市本町 ‐ ‐

丸亀城西支店 ‐ ‐ ‐

自　令和7年4月1日
至　令和8年3月31日

第77期

‐ ‐丸 亀 支 店 ‐
（丸亀城西支店内）

窓口営業時間は午前 9時から午後 3時までです。
（＊）11：30 ～ 12：30 を昼休業としております。

高 瀬 支 店 ‐ ‐ ‐（＊）

坂出東支店 ‐ 坂出市京町 ‐ ‐（＊）

宇多津支店 ‐ ‐ ‐（＊）

丸亀南支店 ‐ 丸亀市郡家町 ‐ ‐（＊）

善通寺支店 ‐ 善通寺市上吉田町 ‐ ‐（＊）

琴 平 支 店 ‐ ‐ ‐（＊）

多度津支店 ‐ ‐ ‐（＊）

空港口支店 ‐ ‐ ‐（＊）

国分寺支店 ‐ 高松市国分 ‐ ‐ ‐（＊）

（＊）

（＊）

（＊）

（＊）

観音寺支店 ‐ ‐ ‐（＊）

志 度 支 店 ‐ ‐ ‐（＊）

三本松支店 ‐ ‐ ‐（＊）

三 木 支 店 ‐ ‐ ‐

土 庄 支 店 ‐ ‐ ‐（＊）

片原町支店
（本店営業部内）

〒760‐0052 高松市瓦町1丁目9‐2 087‐836‐3011


